
晩発障害

晩発障害 ばんぱつしょうがい

 放射線障害のうち、放射線を被ばくしてから、その障害の発症までの潜伏期間の長いものをいう。こ
の障害として、各組織、臓器のがん、白血病などの悪性腫瘍、寿命短縮（老化）、白内症などがあげら
れる。それらの障害の、発症には数十年以上かかることがある。
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